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CsI 方式 FPD の採用 
当社では2002年FPD搭載透視診断装置の発売
より、CsI 方式の FPDを採用している。 




































 a:2Way アームの活用 











































画を生成することを可能とした。(図 2、図 3) 
 
 
図 2 MTNR の概略図 
 






図 3 従来処理と MTNR 処理の画像比較 
a:従来処理画像 





















図 4 M-DRC 概念図 












































































定した X 線条件で検査が行えるようにした。 
2.小児検査用条件の設定 
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